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ガンマ線イメージングカメラの開発 
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キキーーワワーードド：：  放放射射線線計計測測，，ガガンンママ線線天天文文学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  
・・放放射射線線計計測測機機器器のの開開発発  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

 結晶シンチレータを用いたガンマ線イメージング装置（コンプトンカメラ）の開発と応用 

 原木シイタケ栽培用の安全なほだ木，立木を選定するための放射能スクリーニング検査装置の開発 

 SOI 半導体検出器を用いた宇宙ガンマ線観測用電子飛跡検出型コンプトンカメラの開発 

 最高エネルギー宇宙線の加速源候補天体の多波長観測データを用いた調査 

  

研研究究シシーーズズ  

 放射線計測技術は，これまで宇宙観測や核医学の分野で研究が進められてきたが，2011 年の福島第一原発事故以

降，環境測定や食品検査のための装置開発がさかんに行われ，私たちの身近なものとなった。本研究では，検出部に

結晶シンチレータを用いて高感度な装置の開発に取り組んでいる。 

 ガガンンママ線線イイメメーージジンンググ技技術術（（ココンンププトトンンカカメメララ））  

  ガンマ線を含む放射線は人の目に見えないが，イメージング技術を用いて見える化することができる。イメージング技

術の 1 つがコンプトンカメラである。福島第一原発事故で飛散した放射性物質や，核医学診断に利用される放射性薬剤

から放出されるガンマ線を捉えるのに適している。 

 放放射射能能ののススククリリーーニニンンググ検検査査をを行行うう可可搬搬型型のの非非破破壊壊検検査査装装置置  

現在の検査装置では，立木の放射能を測定するために必ず伐採して検査場まで運搬する必要があった。本研究で

は，伐採せずにその場で放射能の検査が可能な可搬型のスクリーニング検査装置を開発し，安全な木を選定する技術

を開発している。この技術は，原木シイタケ栽培など原発事故で衰退した東北地区の産業の復活のために役立つ。 
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研研究究内内容容：：    

近年マイクロプラスチックによる海洋汚染が問題となっている．この場合，マイクロプラスチックの定義は

5mm 以下のサイズであり，これを海洋生物が体内に取り込むことで様々な問題がおこるとされ，国連で採択さ

れた SDGs(持続可能な開発目標)においても目標 14「海の豊かさを守る」中で言及されている．一方でサイズが

マイクロメートル・レベルのプラスチック微粒子が北極圏やアルプスの雪の中から検出され，周辺にプラスチ

ックが無い環境であることから，大気由来であることが示唆された。[1][2].そこで、普段プラスチックに囲ま

れて生活している我々の周辺大気にはどの程度のプラスチック微粒子が含まれているのかを調査することにし

た．清掃中の教室で 10分間、捕集には千代田テイクル製ダストサンプラーTH-D5160B を，捕集ろ紙には

ADVANTEC HE-40T を使用した．ろ紙表面を PhenomWorld PhenomProX 走査型電子顕微鏡(SEM)で観察した顕微鏡

写真を図１に示す． 

 

図１ 

微粒子のサイズも 10μm 程度のものも見受けられ多くの微粒子が舞い上がっていたことが分かる．しかし

SEM 観察だけでは微粒子が何であるか判別できないため，現在，微粒子の取り出しと顕微ラマン測定による同

定を行っている 
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